
明治　６年　８月 下稲葉雲竜寺内に開設「稲葉学校」と称する

明治　９年　７月 上稲葉赤御堂に校舎新築移転「発鋭学舎」と称する　「稲葉学校」は一時廃校となる 　

明治２０年　２月 学区改正，「稲葉尋常小学校」と称する 　

明治４４年　４月 村内小学校を併合し、「稲葉尋常高等小学校」と称する 　

昭和２２年　４月　 学制改革により「稲葉村立稲葉小学校」と改称する　高等科分離独立して「稲葉中学校」となる 　

昭和２９年　４月　 町村合併により「壬生町立稲葉小学校」となる

昭和４３年　３月　 コンクリート２階建て（管理棟）新築 　

昭和５３年　４月　 体育館落成・給食室増改築

昭和６１年　３月　 北校舎，特別教室校舎解体・校地拡張・校舎増改築工事竣工（新館３階建，本館改築）

昭和６１年　６月　 プール建設竣工 　

昭和６２年　６月　 給食棟建設竣工

平成  元年　４月 県教委より「同和教育研究学校」（２年間）の指定

平成　３年　２月 「屋外ステージ」建設竣工

平成　５年　３月 「屋外トイレ」竣工

平成１０年　３月 藤棚新設，テーブル設置

平成１１年１０月 北校舎内装工事・外壁塗装工事

平成１１年１２月 ひいらぎ樹勢回復工事

平成１２年　３月 バス通用門扉施工・ひいらぎ周囲四つ目設置

平成１３年　４月 町教委より「英語活動研究校」（２年間）の指定

平成１３年　８月 栃木県学童女子ソフトボール大会優勝

平成１３年　８月 体育館屋根葺き替え工事・パソコン室空調設備設置

平成１４年　３月 校庭西側排水工事

平成１４年　８月 給食室ボイラー新規交換工事

平成１５年　２月 町指定「英語活動」研究　町内発表会  
平成１５年　８月 耐震診断（体育館・本館）

平成１５年　９月 パソコンネットワーク整備工事

平成１６年　８月 町水道切り替え工事                 
平成１６年　８月 新館３階看板取り替え工事

平成１７年　８月 仮説職員室用空調及び給排水工事

平成１８年　７月 北校舎耐震補強工事開始

平成１８年　７月 工事に伴い職員室等引っ越し作業

平成１９年　３月 給食室新規牛乳保冷庫設置

平成１９年　３月 ひいらぎ周囲四つ目垣改修

平成１９年　９月 北校舎耐震補強工事完了

平成２１年　３月 屋内運動場耐震工事開始

平成２２年　２月 体育館耐震工事完了

平成２２年　３月 トイレ洋式化工事竣工

平成２２年　３月 地上デジタルテレビ設置（9台）

平成２３年　８月 ジャングルジム設置

平成２４年　７月 通学緊急合同点検

平成２４年　８月 図書室エアコン交換工事

平成２５年  ８月 ランチルームエアコン設置

平成２６年  ３月 大型滑り台修理

平成２６年  ８月 普通教室等エアコン設置

平成２６年１２月 藤棚下テーブル修理

平成２７年　９月 北校舎東側出入り口改修工事

平成２８年　７月 ソフトボールバックネット撤去

平成２８年　９月 北舎屋上雨漏り修繕工事

平成２９年　４月 稲葉小学校給食共同調理場開始

平成３０年　７月 児童用・教育用パソコン入れ替え

令和　元年　７月 校務支援ソフト導入

令和　２年　10月 児童用タブレット配付・トイレ洋式化工事・連絡路屋上改修

令和　３年　10月 LED照明化工事・南校舎水道改修工事

令和　５年　３月 ひいらぎ周囲四つ目垣改修

令和　５年　11月 創立150周年記念行事

学校沿革史 壬生町立稲葉小学校令和６年度学校概要

チーム稲葉
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体

徳知

地域に信頼され、地域とともにある学校

目指す児童像

学校経営方針

・何事にも自ら全力で粘り強く取り組む子

・学習の基礎・基本が定着し、自ら考える子

・互いのよさを認め、協力する子

・児童一人一人の心に寄り添う教師

・授業力の向上に努める教師

・自分を律し、社会の規範となる教師

目指す教職員像

稲葉小学校校歌
作詞 泉 漾太郎
作曲 平岡 均之

一 みどりあかるい 学びの園に
昔を語る 柊は
母校の宝 われらの誇り
祖先の理想 身にそえて
良き師 良き友結びあい
励むよ 稲葉小学校

二 ひかりのどかな 学びの窓に
雄々しく映える 男体山は
母校の姿 われらの希望
祖先の教訓 身に受けて
知徳あらたに 磨きあい
励むよ 稲葉小学校

三 みのりゆたかな 学びの道に
ささやき澄める 黒川は
母校の賛歌 われらの鏡
祖先の慈愛 身にしみて
壬生のほまれを 誓いあい
励むよ 稲葉小学校

校長 安西 和子

児童数 ８６名

教職員数 ２５名

〒321-0236
栃木県下都賀郡壬生町上稲葉881

E-mail esinaba01@mibu.ed.jp

TEL ０２８２－８２－１００４

①コミュニティ・スクールの推進による、地域と一体となった特色ある学校づくり

②保護者・学校支援ボランティア・地域との連携、「稲葉ふるさと学習」の推進

③学校の情報の提供、学校評価の適切な実施


